
患者番号　＠PATIENTID     患者氏名　＠PATIENTNAME

外科外来 入院日・手術前日 術後１日目 術後２～３日目 術後４～６日目 術後７日目以降 退院後の生活

日時 月　　　日 月　　　日 月　　　日 　　月　 　日～　　月　　日 月 　日～　　月　　日 月 　日～　　月　日 月　　　日

目標

□手術に向けて体調を整
えましょう
□疾患、術式を理解した上
で術式選択をしましょう

□手術の準備をしましょう ＜手術前＞
□安全に手術が受
けられるように準備
をしましょう

＜手術後＞
□身体の回復を促し
ましょう

□術後の回復を促すた
め、出来る限り離床をおこ
なっていきましょう

□術後の回復を促すため
出来る限り離床をおこなっ
ていきましょう

□安全に離床をおこない、
身体の回復を促していきま
しょう

□退院に向けて全身状
態を整えていきましょう

□診察後、午前中に退院
となります

食事

□特に制限はありません
□栄養バランスのとれた
食事を心がけてください

□手術前日より絶食です
□飲水に関しては麻酔医
より指示があります

□絶飲食です □絶飲食です □医師指示にて、経腸栄
養が開始となります

□経腸栄養は継続してい
きます
□医師の指示により氷や
飲水が開始となります

□医師の指示にて食事開
始となります（腹部症状や
飲みこみの状態で食事内
容は変わっていきます）
□医師からの指示がでる
までは病院食以外は摂取
しないようにしましょう

□経口摂取と経腸栄養
は継続していきます

□退院時の食事内容を
継続し、摂取するようにし
ましょう
□医師の指示により、経
腸栄養は継続していきま
す

活動

□特に制限はありません □特に制限はありません □手術着、手術用
下着、弾性ストッキ
ングに着替えてくだ
さい

□ベッド上安静です □ICUで可能な範囲でリハ
ビリを始めていきます。看
護師と一緒に身体を動か
していきます。

□看護師と一緒に体を動
かしていきます

□看護師と一緒に身体を
動かしていきます

□特に制限はありませ
んが管には気を付けま
しょう

□特に制限はありません

検査
処置

□手術に必要な検査をお
こないます
（採血・尿検査・レントゲン・
呼吸機能検査・心電図な
ど）

□必要時、他科の診察が
あります
□お臍の処置があります
□必要時、前々日の夜、
前日に下剤の内服があり
ます

□ＩＣＵに入室します
□酸素投与をおこな
います
□ドレーンが挿入され
てきます

□採血・レントゲン検査が
あります
□傷の状態、ドレーンの性
状・量などを観察します
□鼻の管は歩行が問題な
ければ抜きます

□術後3日目または4日目
に採血・レントゲン検査が
あります
□歩行が問題なくおこなえ
た場合は尿道の管を抜去
します

□医師診察のもと、ドレー
ンを抜去します
□術後7日目頃に採血・抜
鉤があります

□術後７日目に採血・
レントゲン検査がありま
す
□管の抜去時期は検
査結果をもとに医師が
調整します

□外来予約票をお渡しし
ます

薬

□手術前に休薬する薬が
ある場合は期日を守ってく
ださい
□市販薬・サプリメントは
手術に影響するものがあ
るため、2週間前より服用
しないでください
□入院時に常用薬をお持
ちください

□入院後、薬の内容を確
認しますのでご持参くださ
い
□常用薬は医師の指示に
従い、内服してください
□薬剤師からお薬の説明
があります

□常用薬は医師の
指示に従い、内服し
てください

□常用薬は中止
□抗生剤の点滴をし
ます
□適宜、痛み止めや
吐き気止めの点滴を
します

□点滴があります □点滴があります
□常用薬は医師の指示に
従い再開します

□点滴から内服薬に切り
替わります

□医師の指示に従って
ください

□医師の指示に従ってく
ださい

清潔

□特に制限はありません □入浴してください
□爪を切ってください
□ネイルは落としてくださ
い

□入浴はできませ
ん

□適宜うがいをして、
口腔内を清潔に保て
るようにしましょう

□入浴はできません
□尿の管が入っているた
め一日一回陰部の洗浄を
おこないます
□全身を蒸しタオルで拭き
ます

□洗髪ができます。必要
時は看護師が介助します
ので、お声掛けください

□ドレーンが抜けた翌日か
ら全身シャワーに入ること
ができます

□特に制限はありません

指導
説明

□入院・手術についての説
明があります
□喘息やアレルギーがあ
る方は医師・看護師に知ら
せてください
□喫煙されている方は、術
後に痰が多くなりやすく、
傷の回復に影響を及ぼす
可能性がありますので禁
煙に努めてください

□病棟案内があります
□看護師より手術前後の
説明があります

＜入院時必要物品＞
□常用薬7日分
□同意書一式
□この説明書
□日常生活物品

□手術部位の管（ド
レーン）を引っ張らな
いように注意しなが
ら、寝返りをうつこと
ができます。身体で管
をつぶしたりしないよ
う気をつけてください

□手術部位の管（ドレー
ン）を引っ張ったり、身体の
下に巻き込んだり、臀部で
踏んだりしないよう気をつ
けてください
□痛みや吐き気は我慢せ
ずに看護師に伝えましょう

□管（ドレーン）を引っ張っ
たり、身体や臀部で踏まな
いよう注意してください
□痛みは我慢せずに医療
者に伝えてください

□創部を清潔に保てるよう
心がけましょう
□食事が開始されたら
ゆっくりよくかんで摂取す
るようにしましょう

□看護師より退院後の
生活について指導をお
こないます
・経腸栄養の管理
・創部の清潔について
・異常時の事について
□栄養部から栄養指
導をおこないます

□創部に発赤や腫脹・熱
感・疼痛がある場合は、
電話連絡の上、外来受診
してください
□暴飲暴食はしないでく
ださい
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